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自
治
労
は
10
月
31
日
、
総
務
大
臣
と

の
定
例
交
渉
を
実
施
し
、
自
治
労
か
ら

は
川
本
淳
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
四

役
が
、
総
務
省
か
ら
は
寺
田
稔
総
務
大

臣
等
が
出
席
し
た
。

こ
の
日
の
交
渉
で
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
の
趣
旨
で
あ
る
「
職
務
内

容
等
に
応
じ
た
常
勤
職
員
と
の
均
等
待

遇
の
実
現
」
に
む
け
た
必
要
な
財
源
の

確
保
、
勤
勉
手
当
の
支
給
を
可
能
と
す

る
法
令
等
の
早
期
の
改
正
、
ま
た
、
急

増
す
る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

担
い
手
確
保
の
た
め
の
予
算
の
確
保
お

よ
び
的
確
な
地
方
財
政
措
置
、
医
療
・

社
会
福
祉
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
中
心

に
質
し
た
。

寺
田
大
臣
は
、「
各
地
方
公
共
団
体

が
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
を
適
正
か

つ
円
滑
に
運
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。
勤
勉
手
当
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
地
方
公
共
団
体
の

ご
意
見
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

社
会
保
障
予
算
の
確
保
と
医
療
・
社

会
福
祉
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、「『
骨
太
の
方
針
2
0
2
2
』
な
ど

を
踏
ま
え
、
一
般
財
源
総
額
を
し
っ
か

り
と
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

自
治
体
の
現
場
で
は
、
地
域
住
民
に
最

も
近
い
と
こ
ろ
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
各
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
当
該
職
員
の
処

遇
の
適
正
化
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
関
係
省
庁
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
」
な
ど
と
回
答
し

た
。消

防
職
員
に
関
す
る
定
例
協
議
で

は
、
消
防
・
救
急
体
制
の
整
備
と
消
防

職
員
へ
の
団
結
権
の
付
与
を
訴
え
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
、
社
会
福
祉
労
働
者
等
の

処
遇
改
善
等
へ
財
源
確
保
な
ど
迫
る

自治労
社福評自治労・社会福祉評議会は10月22日および29～30日に

自治労全国介護・地域福祉集会を開催。2024年に見直
しが予定される介護保険制度の現状と課題について、
参加者全体で議論を深めた。 現

場
の
声
を
反
映
し
た

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
を

寺田総務大臣に要求書を手交する川本委員
長（右） 集

会
は
ウ
ェ
ブ
と
対
面
を
併

用
。
全
体
集
会
と
3
つ
の
分
科

会
等
は
10
月
29
〜
30
日
に
対
面

と
ウ
ェ
ブ
の
併
用
で
、
第
3
分

科
会
は
10
月
22
日
に
ウ
ェ
ブ
の

み
で
開
催
し
、
33
県
本
部
1
7

8
人
が
参
加
し
た
。

全
体
集
会
で
は
、
制
度
発
足

以
来
、
3
年
お
き
に
見
直
し
が

行
わ
れ
て
き
た
介
護
保
険
制
度

の
2
0
2
4
年
見
直
し
に
む
け

た
議
論
が
厚
生
労
働
省
・
社
会

保
障
審
議
会
で
始
ま
る
中
で
、

介
護
現
場
の
声
を
反
映
し
た
介

護
保
障
の
充
実
と
介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
議
論
し

た
。講

演
Ⅰ
で
は
厚
生
労
働
省
老

健
局
の
林
俊

宏
総
務
課
長

が
講
演
。
こ

れ
ま
で
の
介

護
保
険
制
度

の
改
正
の
経

緯
を
踏
ま
え

つ
つ
、
高
齢

者
総
数
が

ピ
ー
ク
を
迎

え
る
と
さ
れ
る
2
0
4
0
年
に

は
介
護
職
員
が
69
万
人
不
足
す

る
と
の
推
計
を
見
据
え
て
、
介

護
人
材
確
保
対
策
と
し
て
、
処

遇
改
善
に
2
0
0
9
年
以
降
、

合
計
で
月
額
7
万
5
0
0
0
円

の
加
算
や
、
教
育
研
修
の
支

援
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
の
活
用
推
進
な
ど
を
行
っ
て

き
た
と
述
べ
た
。

講
演
Ⅱ
で
は
、
市
民
福
祉
情

報
オ
フ
ィ
ス
・
ハ
ス
カ
ッ
プ
主

宰
の
小
竹
雅
子
さ
ん
が
講
演
。

介
護
保
険
制
度
の
発
足
か
ら
20

年
間
の
制
度
変
遷
を
、
保
険

料
、
介
護
認
定
、
利
用
者
負
担

な
ど
の
柱
ご
と
に
分
析
し
、
問

題
点
を
指
摘
し
た
。

「
保
険
料
は
引
き
上
げ
ら

れ
、
給
付
は
抑
制
さ
れ
て
き

た
。
要
支
援
1
と
2
へ
の
予
防

給
付
は
予
防
給
付
と
地
域
支
援

事
業
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は

給
付
外
し
だ
。『
応
益
負
担
』

で
始
ま
っ
た
利
用
者
負
担
は
、

制
度
の
持
続
可
能
性
の
た
め
と

し
て
『
応
能
負
担
』
に
変
え
ら

れ
て
き
た
」
と
批
判
し
た
。

ま
た
、
介
護
労
働
者
の
処
遇

（
参
考
：
図
表
）

と
専
門
性
に
つ

い
て
も
、「
今

の
賃
金
水
準
は

ち
ゃ
ん
と
子
ど

も
を
育
て
ら
れ

る
水
準
な
の
か

疑
問
だ
。
介
護

労
働
者
の
専
門

性
と
は
分
厚
い

テ
キ
ス
ト
を
読

ん
で
知
識
を
持

つ
こ
と
で
は
な

く
、
介
護
を
受

け
る
人
と
そ
の

家
族
を
安
心
さ

せ
、
安
定
し
た
状
態
に
で
き
る

能
力
だ
。
そ
れ
を
介
護
労
働
者

自
身
が
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で

語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
述
べ
、
集
会
参
加
者
に

奮
起
を
促
し
た
。

講師の厚生労働省の林老健局総務
課長（右）と、市民福祉情報オフィ
ス・ハスカップ主宰の小竹さん
（左）。制度の持続可能性と介護
の質、介護労働者の処遇改善など
課題は山積。

2
0
2
1
年
10
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

当
選
し
、
国
会
で
は
安
全
保
障
委
員
会
と
沖

縄
北
方
特
別
委
員
会
、
憲
法
審
査
会
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
北
中
城
村
職
労
の

委
員
長
を
経
て
、
同
村
長
を
4
期

務
め
ま
し
た
。

安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件
を
機

に
明
る
み
に
な
っ
た
旧
統
一
教
会

と
自
民
党
の
関
係
の
問
題
で
、
国

会
論
戦
で
は
与
党
は
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
や
円
安

な
ど
経
済
危
機
も
深
刻
化
し
て
お

り
、年
明
け
の
通
常
国
会
で
は
、野

党
は
さ
ら
に
岸
田
内
閣
へ
の
責
任

追
及
を
強
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
憲
法
を
守
り
、
国
民
の
声
を
聞
く

政
治
へ
の
建
て
直
し
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

沖
縄
の
基
地
負
担
の
軽
減
、
沖

縄
の
自
立
・
自
治
を
主
張
し
、
国

会
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
10
月

27
日
の
安
全
保
障
委
員
会
で
は
、

浜
田
防
衛
大
臣
と
林
外
務
大
臣
に

対
し
て
2
点
を
追
及
し
ま
し
た
。

一
つ
は
2
0
1
9
年
の
県
民
投

票
で
沖
縄
県
民
の
反
対
の
意
思
が

明
確
に
な
っ
た
辺
野
古
新
基
地
の

建
設
を
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
見

直
す
こ
と
。
二
つ
目
は
、
地
元
へ

の
説
明
も
合
意
も
な
く
、
嘉
手
納

基
地
で
防
錆
整
備
格
納
庫
の
建
設

が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の

計
画
で
騒
音
や
悪
臭
な
ど
環
境
悪

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄

県
民
の
意
思
を
無
視
し
た
計
画
の

撤
回
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

声声声声声声声声声声声声をををををををををををを届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるる 心心心心心心心心心心心心ををををををををををををつつつつつつつつつつつつななななななななななななぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ

主な記事
2面 青年部が組織内国会議員と対話

ほか

介護人材の賃金の状況（一般労働者、男女計）
○介護職員について産業計と比較すると、勤続年数が短くなっているとともに、賞与込み給
与も低くなっている。

賞与込み給与
（万円）

35．5

95．0
39．9
33．4

33．8

32．1

28．5

29．3
28．4

【出典】厚生労働省「令和3年賃金構造基本統計調査」に基づき老健局老人保健課において作成。

勤続年数
（年）

10．3

5．8
8．0
11．3

6．3

9．0

7．0

6．7
7．0

平均年齢
（歳）

42．2

41．0
39．9
50．2

33．7

50．9

43．8

46．4
43．6

産業計

医師
看護師
准看護師
理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士、視能訓練士
介護支援専門員（ケアマネジャー）
介護職員
【（Ｃ）と（Ｄ）の加重平均】

訪問介護従事者（Ｃ）
介護職員（医療・福祉施設等）（Ｄ）

産
業
別

職
種
別

会集祉福域地・護介国全

組織内
国会議員の
活動報告

新垣邦男衆議院議員（沖縄2区）に聞く

憲法を守る政治を今こそ建て直し
沖縄の平和と自治の確立にまい進

総
務
大
臣
定
例
交
渉

●http://www.jichiro.gr.jp/・・・・2022年11月21日 ［旬刊（1の日発行）・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2331号（１）



青年労働学校基礎編
青
年
部
は
10
月
16
日
、
青
年
労
働
学
校
の
一
つ
の
講
座

と
し
て
、
組
織
内
国
会
議
員
と
の
対
話
集
会
を
企
画
。

参
加
者
は
、
鬼
木
誠
参
議
院
議
員
、
岸
真
紀
子
参
議
院

議
員
、
吉
田
忠
智
参
議
院
議
員
に
思
い
を
ぶ
つ
け
た
。

こ
の
対
話
集
会
は
青
年

層
に
国
政
と
地
域
公
共

サ
ー
ビ
ス
現
場
と
の
結
び

つ
き
を
学
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

冒
頭
、
兒
玉
青
年
部
長
は

「
政
治
は
私
た
ち
の
生

活
、
仕
事
・
職
場
に
影
響

し
て
い
る
こ
と
、
私
た
ち

の
声
は
政
治
に
届
け
ら
れ

る
こ
と
を
実
感
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

岸
議
員
と
吉
田
議
員
は

自
治
労
を
通
じ
て
寄
せ
ら

れ
た
現
場
実
態
の
改
善
に

つ
な
が
る
成
果
事
例
を
報
告
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
防
疫
等
作
業
手

当
の
拡
充
や
、
保
健
師
増
員
の

た
め
の
地
方
交
付
税
措
置
に

至
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
た
。

吉
田
議
員
は
「
国
会
で
は
地
味

だ
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
訴
え
て

き
た
こ
と
が
、
着
実
に
成
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
話
し

た
。参

加
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
対

応
の
最
前
線
に
は
非
正
規
労
働

者
が
低
賃
金
・
長
時
間
で
働
く

現
状
が
あ
り
、
非
常
に
残
念

だ
」「
指
定
管
理
者
制
度
下
の
病

院
や
障
害
者
施
設
な
ど
へ
の
高

騰
す
る
燃
料
費
の
補
填
を
訴
え

て
ほ
し
い
」「
土
木
技
術
系
職
員

は
公
務
災
害
の
リ
ス
ク
が
高

い
。
手
当
改
善
を
願
う
」「
共
働

き
で
な
ん
と
か
子
ど
も
を
養
え

る
。
子
育
て
期
が
経
済
的
に
苦

し
い
状
況
は
日
本
全
体
の
問

題
。
未
来
あ
る
社
会
に
む
け
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
率

直
な
意
見
や
要
望
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
声
を
受
け
て
岸
議

員
は
「
自
治
体
現
場
や
生
活
を

混
乱
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
政
府

の
動
き
は
、
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」、
鬼
木
議
員
は
「
仲
間
が

倒
れ
、
辞
め
て
い
く
今
の
状
況

は
絶
対
に
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

参
加
し
た
仲
間
は
「
自
分
の

組
合
活
動
が
日
本
の
何
か
を
変

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え

る
と
楽
し
く
、
救
わ
れ
た
気
が

し
た
」「
普
段
は
画
面
、
紙
面

の
向
こ
う
側
に
い
る
現
職
国
会

議
員
と
直
接
話
す
こ
と
が
で

き
、
想
い
を
受
け
取
っ
た
。
今

日
の
体
験
を
仲
間
に
伝
え
、
政

治
闘
争
の
意
義
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
感
想
や
決
意
を
述

べ
た
。

青年部が組織内国会議員と対話

Ｐ
Ｓ
Ｉ‐

Ｊ
Ｃ
は
10
月
28
〜
29
日
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
セ
ミ

ナ
ー
を
対
面
と
ウ
ェ
ブ
の
併
用
方
式
で
開
催
し
、
1
2
1
人
が

参
加
（
う
ち
自
治
労
か
ら
56
人
）。
2
本
の
講
演
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
対
面
開
催
は
3
年
ぶ
り
。
名
称
も
「
男
女

平
等
」
か
ら
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
へ
と
新
た
に
し
た
。

残
業
、
休
暇
取
得
な
ど
へ
の

職
場
の
意
識
を
変
え
よ
う

初
日
、「
炎
上
Ｃ
Ｍ
で
よ
み

と
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」
の
著
者

で
東
京
大
学
教
授
の
瀬
地
山
角

さ
ん
が
「
笑
っ
て
考
え
る
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と

題
し
講
演
し
た
。

瀬
地
山
さ
ん
は
ま
ず
、「
社

会
的
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
は

人
が
作
っ
た
も
の
。
人
と
人
が

相
談
し
て
変
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
」と
し
た
上
で
、「
性
別

役
割
分
担
意
識
に
よ
る
男
性
の

著
し
く
短
い
家
事
時
間
が
少
子

化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
影
響
を

社
会
全
体
で
負
担
す
る
構
造
に

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、「
こ
の
不
平
等
は

も
は
や
社
会
的
に
問
題
に
す
べ

き
水
準
だ
」と
し
、「
多
く
の
人

が
誰
か
の
ケ
ア
を
し
な
が
ら
働

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
社
会
は
も
た
な

い
」「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
は
男
性
に
こ
そ
求
め
ら
れ

る
」
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
残
業
、
育
休
、

産
休
、
休
暇
な
ど
に
対
す
る
職

場
の
意
識
を
変
え
る
必
要
性
を

強
調
し
、小
金
井
市
役
所
の「
退

庁
時
間
カ
ー
ド
」
の
取
り
組

み
、
さ
ら
に
は
「
み
ん
な
で
取

ろ
う
9
連
休
」
な
ど
の
具
体
例

や
案
を
紹
介
、
提
起
し
た
。

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
話
題

話
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
を

2
日
目
は
、「
健
康
で
自
身

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
実
現
し
な

が
ら
働
き
続
け
る
た
め
に
で
き

る
こ
と
と
は
？
」
と
題
し
て
、

医
療
法
人
社
団
向
日
葵
会
ま
つ

し
ま
病
院
の
幸
﨑
若
菜
さ
ん
が

講
演
。
助
産
師
の
立
場
か
ら
、

不
妊
治
療
経
験
の
あ
る
知
人
等

の
生
の
声
を
交
え
な
が
ら
、
社

会
が
持
つ
偏
見
や
法
律
も
含
め

た
構
造
の
問
題
な
ど
を
指
摘

し
、
健
康
で
自
分
ら
し
く
働
き

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
提
起
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
休
暇
取
得

や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
な
が

り
、
社
会
の
あ
り
様
を
変
え

る
。
そ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が

必
要
」「
人
員
確
保
の
取
り
組
み

に
加
え
、
職
場
の
風
土
も
変
え

て
い
き
た
い
」「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

な
話
題
で
も
職
場
で
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

大
事
」な
ど
の
声
が
あ
が
っ
た
。

PSI-JC

瀬地山東大教授

自治労は10月26～27日、2022年社会保障・年金集
会を対面とウェブで開催し全体で269人が参加。公
的年金制度の課題や共済組合制度をめぐる情勢など
について共有・学習した。
初日の全体会では、総務省自治行政局公務員部の
笹野健福利課長による講演「地方公務員の共済制度
をめぐる諸課題について」と、上智大学の香取照幸
教授による講演「日本の社会保障の課題と今後の方
向性」が行われた。参加者からは、短時間勤務職員
に対する地共済制度の適用範囲の拡大をめぐる課題
について多くの意見があがった。
2日目は、「公的年金制度改革の課題と対応」、「地
方公務員共済制度の課題と対応」、「地方公務員のた
めのライフプラン講座」の3分科会で議論を深めた。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
セ
ミ
ナ
ー

男
性
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

助産師の幸﨑さん

民
族
抑
圧
へ
の
怒
り
と
抵
抗
精
神
を
う
た

い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
民
的
詩
人
と
呼
ば
れ

る
タ
ラ
ス
・
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
の
詩
集
「
三

年
」
の
日
本
語
訳
。

シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
は
19
世
紀
初
頭
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
農
奴
の
子
に
産
ま
れ
、
画
家
と
し

て
そ
の
才
能
を
見
出
さ
れ
て
身
分
を
解
放
さ

れ
る
。
帝
政
ロ
シ
ア
の
首
都
・
ペ
テ
ル
ス
ブ

ル
グ
で
画
業
に
励
む
一
方
で
、
次
第
に
詩
人

と
し
て
も
名
声
を
博
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

詩
集
「
三
年
」
は
彼
が
首
都
か
ら
キ
ー
ウ

に
活
動
拠
点
を
移
し
、
詩
作
に
努
め
た
期
間

に
書
か
れ
た
作
品
集
。
そ
の
内
容
故
に
、
流

刑
に
処
さ
れ
た
。
彼
の
作
品
が
今
日
、
民
族

的
抵
抗
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

「
納
骨
堂
で
あ
る
教
会
が
／
崩
れ
落
ち
て
、

そ
の
下
か
ら
／
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
立
ち
上
が
る

だ
ろ
う
／
そ
し
て
隷
属
の
闇
を
吹
き
払
い
／

真
実
の
光
が
輝
く
だ
ろ
う
」

（
本
書
収
録「
偉
大
な
る
地

下
納
骨
堂
」）

一
日
も
早
く
戦
火
が
止

み
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
が

訪
れ
る
こ
と
を
、
切
に
願

う
。

PSI-JCとは
Public Services International
Japan Council（国際公務労連
加盟組合日本協議会）の略称。
スイスに本部を置く国際的な
公共サービス部門労働者の労
働組合の連合組織であるＰＳ
Ｉ（国際公務労連）に加盟す
る自治労、国公連合、全水道、
ヘルスケア労協、全消協で構
成される。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
民
的
詩
人
が
う
た
う
怒
り
と
嘆
き
、慈
し
み

「
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
詩
集
」

藤
井
悦
子
編
訳

岩波文庫
780円

政治と職場をつなぐ

2022年社会保障・年金集会
公的年金、共済組合制度をめぐる
情勢・課題を共有・学習

①
右
か
ら
鬼
木
議
員
、
吉
田
議
員
、
岸
議
員
、
兒
玉
青
年
部
長
、
②
率
直
な
思

い
を
ぶ
つ
け
る
仲
間
、
③
輪
に
な
り
対
話
、
④
前
段
に
国
会
議
事
堂
内
を
見
学
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